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１．事業の概要

概 要

実施期間

予算総額

実 施 者
（平成３０年度事業時点）

国内石油需要の減少，アジア新興国における大型・輸出製油所の台頭に
よる国際競争の激化等，我が国石油精製業を取り巻く環境は厳しくなってい
る。こうした中，我が国のエネルギー安定供給に貢献し，製油所の国際競争
力を強化することを目的として，「石油のノーブル ユース」・「稼働信頼性の
向上」に資する技術開発に対して支援を行う。

平成２８年度～平成３２年度（５年間）

１６．５６億円
（平成２８年度：６．７６億円 平成２９年度：５．７０億円 平成３０年度：５．００億円）

事業管理：一般財団法人石油エネルギー技術センター
事業実施：出光興産株式会社，ＪＸＴＧエネルギー株式会社

実施形態 国からの直執行 （石油エネルギー技術センターへの補助事業）
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委託事業との連携テーマ （ペトロリオミクス関連）

石油のノーブルユース 稼働信頼性向上

実用化

技術開発

補助率：
2/3

実証

技術開発

補助率：
1/2

テーマ３：ブタンの脱水素によるブタジエン製造
技術の開発

テーマ４：先進的膜分離による
高付加価値品回収技術開発

テーマ２：劣質原油処理における腐食機構の解
明と対策

テーマ７：重質油処理における機器閉塞機構
解明及び対策技術開発

テーマ５：非在来型原油および残渣油の
2次装置反応性解析

テーマ６：重質残渣油のRFCC原料化の
ためのRDS触媒システム開発

出光興産

テーマ７ JXTGエネルギー

JXTGエネルギー

JXTGエネルギー

JXTGエネルギ

JXTGエネルギー

H30年度で終了するテーマ

出光興産

テーマ１：RDS/RFCC全体最適処理技術開発

H32年度まで継続予定のテーマ
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（参考２）各テーマの概要

【テーマ１】RDS／RFCC全体最適処理技術開発

RDS/RFCC装置の最大活用・最大効率運転により
石油の更なるノーブルユースを実現する

重質油
（残油）

(1) 温度偏差改善のための
触媒グレーディング技術の
開発
→ 高性能ガードシステム

による1年安定運転

脱硫重油

ガード触媒
システム

(2) RFCC分解向上のための
RDSシステム技術の開発
→ RFCCでの分解に適した

DSARの製造

重油脱硫装置
（RDS）

重油流動接触分解装置
（RFCC）

メイン触媒
システム

（HDM+HDS)

製品得率増大
（ガソリン等）

分解
残渣油

高硫黄重油
低減

(3) DSAR性状に対応した
RFCC反応制御技術の開発
→ ・転化率向上

・製品硫黄分低減
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【テーマ２】劣質原油処理における腐食機構の解明と対策

 高温硫化物腐食の腐食機構を解明し，原油種毎の腐食速度を把握する
 防食方法を確立し稼働信頼性向上により劣質原油処理を可能とする

保安の確保と処理原油の多様化により，国際競争力の向上につなげる

ナフサ

重油

原油

常圧蒸留塔

360℃ (270℃)

(330℃)

加熱炉

①腐食物質特定

従来法：全S濃度のみで腐食を予想
開発法：S成分分布測定で原油の腐食性評価

軽油

灯油

重質軽油

(340℃)

原油A
原油B

リテンションタイム[min]

40

30
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10

0
0 15

原油中のS濃度(SCD分析)

S濃
度

[w
t％

]

原油A
原油B

25 35

H2S発生速度[mol/h]②S濃度分布予測
（気液平衡測定&シミュレーション）
③腐食速度予測（腐食試験) ④防食方法確立（腐食試験)

S化合物 ⇒ 熱分解（H2S発生）⇒ 腐食

仮説：H2Sを腐食主原因物質と仮定したモデル

原油種によって，H2S発生しやすさが異なる

腐食速度
[mm/y]

原油A

原油B
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【テーマ３】ブタンの脱水素によるブタジエン製造技術の開発

製油所において燃料用途で使用されているブタンを主とする留分を
脱水素することにより、ブタジエンを製造する技術を開発する。

価値の低いブタンを高付加価値化することにより、石油のノーブ
ル・ユース化を推進し、国内製油所の競争力強化を図る。

ブタン
ブタジエン

目的製造プロセス
（脱水素法）

ブタジエン

付加価値 低
（将来余剰基調）

付加価値 高
（将来不足見込み）

（製油所）

原油 （常圧蒸留塔）

（石化工場）

ナフサ （ナフサクラッカー）
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【テーマ４】先進的膜分離による高付加価値品回収技術開発

＜精密蒸留：沸点の差で分離＞

Feed

還流（気化＆液化繰り返し）
によりエネルギー消費増

＜膜分離：分子の形状差で分離＞

Feed

還流不要でエネルギー消費減
(一度気化させるのみ)

精
密
蒸
留
塔

分
離
膜

＜ゼオライト膜＞

セラミック支持体

ゼオライト

膜分離は、精密蒸留における還流操作を、膜の分離機能で代替するため、精密蒸
留等に比べ、少ないエネルギーで炭化水素を分離するポテンシャルを有しており、従来
技術の適用が困難な新たな用途への展開が期待されている
→ 石油のノーブル・ユース化を通じて、製油所の国際競争力強化に貢献
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【テーマ５】非在来型原油および残渣油の2次装置反応性解析

より価値の高い原油の選択を可能にするため、非在来型超重質原油
および当該原油から得られる残渣油の２次処理装置（SDA, RDS, FCC）*1
での反応性を評価する。
さらに、JPEC基盤研の協力の基、原料油・生成油の詳細組成構造解析を実施する。

原料の組成、性状に起因する異なる反応性、性状を定量的に把握（データベース化）
し、より高い精度で原油価値を判断できるようになる。

２次処理装置 *1
・SDA（溶剤脱れき装置）
原料と溶剤を混合し、
抽出操作により、
脱れき油（DAO）とピッチ
に分離する装置

・RDS（残油直接脱硫装置）
原料の不純物（硫黄等）
を水素化反応により
除去する装置

・FCC（接触分解装置）
原料と触媒を接触させ
軽質油（ガソリン等に）
分解する装置

詳細組成構造解析 実験装置導入
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【テーマ６】重質残渣油のRFCC原料化のためのRDS触媒システム開発

従来の重質留分処理

技術開発後

減圧残渣（VR）：将来余剰感のある
高硫黄C重油になっていた

減圧残渣（VR）： SDA処理により、
7割がRDS装置を経て、RFCCの原料に
変換され、ガソリンや石化原料を
製造できる。

超重質油原油の処理も可能となる。
原油選択の多様化が図れる。

本技術開発

常圧蒸留
装置
(TOP)

減圧蒸留
装置
(VAC)

残油直接
脱硫装置

(RDS)

残油流動
接触分解

装置
(RFCC)

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ
ガソリン
BTX、等

常圧残渣
(AR)

減圧残渣 (VR)

減圧軽油 (VGO)

溶剤脱れき
装置
（SDA)

ピッチ（アスファルテン）

脱れき油 (DAO)

増量

増量

ボイラー燃料
として活用

結果として、VR留分をプロピレン、
ガソリン、BTXへ変換可能となる

7割有効利用

高硫黄C重油

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ
ガソリン
BTX、等

常圧残渣
(AR)

減圧残渣 (VR)

減圧軽油 (VGO)

余剰傾向

常圧蒸留
装置
(TOP)

減圧蒸留
装置
(VAC)

残油直接
脱硫装置

(RDS)

残油流動
接触分解

装置
(RFCC)
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【テーマ７】重質油処理における機器閉塞機構解明及び対策技術開発

製油所の安定操業のための稼動信頼性向上
重質・劣質原油によるセジメント析出現象について、メカニズム解明、要因分析と予測・抑制・
管理手法を確立する。

熱交チューブ部拡大図熱交閉塞事例



２．事業アウトカム

事業アウトカム指標
（妥当性・設定理由・根拠等）

目標値（計画）
達成状況

（実績値・達成度）

事業目的である「石油のノーブル・ユース」及び「稼
働信頼性の向上」を達成するため、適切な具体的指
標として、以下の３指標をアウトカム指標に設定。

①高付加価値品（ブタジエン）の収率
（事業開始時の世界の先行技術での収率（１
５％）を超えることを目指し、指標を２０％と
した）

②適用可能な非在来型原油油種数
（短中期的に我が国への導入可能性が比較的高
い非在来型の超重質原油が１０種程度であった
ため、その全てを処理可能とすることを目的と
し、指標を１０種とした）

③劣質原油の処理比率
（事業開始時には腐食速度が不明だった劣質原
油について、導入の足掛かりとして、一定程度
のコストメリットが見込める１割程度の処理率
を目標としたため、指標を１０％とした）

（中間評価時目標）

①２０％（H30）
②３種（H30）
③１０％増加（H30）

①２０％（H30年度末見込み）
②３種（H30年度末見込み）
③１０％増加（H30年度末見込み）

（事業終了時目標）

①２０％（H30）
②１０種（H32）
③１０％増加（H30）

①２０％（H30年度末見込み）
②－
③１０％増加（H30年度末見込み）
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３．事業アウトプット

事業アウトプット指標
（妥当性・設定理由・根拠等）

目標値（計画）
達成状況

（実績値・達成度）

事業件数
（個別テーマに設定された目標を完遂するこ
とで本事業の目的である「石油のノーブル
ユース」及び「稼働信頼性の向上」を達成す
るという観点から、個別テーマを着実に実施
することをアウトプットとして設定した）

（事業開始時）
７件（H28） ７件

（中間評価時）
７件（H30） ７件

（事業終了時）
４件（H32） －
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202020182016
本研究終了

アウトカム

中間評価 事後評価

アウトプット

③ブタンの脱水素によるブタ
ジエン製造技術の開発

◇ブタジエン収率： 20% ◇ブタジエン収率： 20%

④先進的膜分離による高付
加価値品回収技術開発

◇分離係数： 20
◇1m長尺ｴﾚﾒﾝﾄ製作

◇ｴﾈﾙｷﾞｰ削減率： 30%
◇高付加価値品得率： 17%

①RDS／RFCC全体最適処
理技術開発

◇最適DSAR性状対応
RFCC反応制御技術確立

◇RFCC液収率
≧ 0.3%

②劣質原油処理における腐
食機構の解明と対策 ◇腐食予測技術確立 ◇原油腐食DB: 5種類

⑤非在来型原油および残渣
油の2次装置反応性解析

◇2次処理装置適用可能な
非在来型原油： 10種類

◇2次処理装置適用可能な
非在来型原油： 10種類

⑥重質残渣油のRFCC原料
化のためのRDS触媒システ
ム開発

◇HDM，HDS触媒ｼｽﾃﾑで
の１年運転

◇SDA抽出率： 70%
◇RFCC転化率：

base +1%

⑦重質油処理における機器
閉塞機構解明及び対策技術
開発

◇ｾｼﾞﾒﾝﾄ予測統合ﾓﾃﾞﾙ構
築と実機への知見反映

◇劣質原油処理比率
増加： 10%

【補助事業】各テーマのアウトプット，アウトカム概要
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（参考３）各テーマのアウトカム・アウトプット概要



開発・改良

製油所適用検討

実証化

設備改造

商業製造

20202018 2025 20302016
本研究終了

アウトカム

中間評価

【○：中間目標達成／◎：最終目標達成】

石
油
の
ノ
ー
ブ
ル
・
ユ
ー
ス

稼
働
信
頼
性
向
上

事後評価

③ブタンの脱水素によるブタ
ジエン製造技術の開発 ◎

④先進的膜分離による高付
加価値品回収技術開発

○

②劣質原油処理における腐
食機構の解明と対策 ◎

⑦重質油処理における機器
閉塞機構解明及び対策技術
開発

◎

①RDS／RFCC全体最適処
理技術開発 ○

⑤非在来型原油および残渣
油の2次装置反応性解析 ○

⑥重質残渣油のRFCC原料
化のためのRDS触媒システ
ム開発

○

【補助事業】各テーマの進捗状況
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（参考４）各テーマの進捗状況



４．当省（国）が実施することの必要性

本事業では，製油所の生産性を高める上で有効な取組である石油のノーブル・
ユース（コストの安い原油等から高付加価値の製品を生産すること），稼働信頼性
の向上（精製設備の稼働を長期間安定させること）を実現するため，化学製品を効
率的に生産する技術や，低廉な重質原油を用いて石油製品を効率的かつ安定的に生
産する技術のうち，大きな効果が見込めるものの技術的な難易度が高い技術の開発
を行う。本事業を通じて確立される新たな生産手段が国内の各製油所に横展開され
ることにより，原油の有効利用や調達原油の多角化（中東依存度の低減）が可能と
なり，石油の安定供給が図られる。

本事業は，原油の有効利用や調達原油の多角化につながるため，石油の安定供給
の観点から，国として推進するこが望ましい。本事業で開発する技術は，国内石油
精製業の技術基盤の底上げを図るものであるが，開発の技術的難易度が高いために
投資回収リスクが高く，また，原油の多角化，重質油分解能力の向上は，民間企業
にとっては，原油市場の動向次第（軽質油が安価な場合など）では，経済性を確保
出来ないため，自発的な投資が進みにくい。このため，国の助成措置により企業の
取組を促す必要がある。

15



開発・改良

製油所適用検討

実証化

設備改造

商業製造

①ブタンの脱水素によるブタ
ジエン製造技術の開発

20202018 2025 20302016
本研究終了

アウトカム

中間評価

５．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップ

②先進的膜分離による高付
加価値品回収技術開発

③RDS／RFCC全体最適処
理技術開発

④劣質原油処理における腐
食機構の解明と対策

⑤非在来型原油および残渣
油の2次装置反応性解析

⑥重質残渣油のRFCC原料
化のためのRDS触媒システ
ム開発

⑦重質油処理における機器
閉塞機構解明及び対策技術
開発

本

研

究

石
油
の
ノ
ー
ブ
ル
・
ユ
ー
ス

稼
働
信
頼
性
向
上

事後評価
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17

②RFCCで分解
し易いDSARの
製造

①ガード触媒グ
レーディング

③DSARの組
成・構造を踏ま
えた反応制御

2020 2025 20302015

本研究終了

本

研

究

検証とフィードバック 実装置での適用

アウトカム

ミクロSIM、マクロSIMを活
用したグレーディング設計

RDS、RFCC
各装置の個
別最適化に
とどまる

固化・偏流

による運転
不安定化 全

体
最
適
処
理
技
術
の
他
所
展
開

全
体
最
適
処
理
技
術
の
充
実

脱硫高活性と劣化抑制を両
立したRDS触媒システム

反応メカニズムを踏まえた
生成油の組成制御

石
油
の
更
な
る
ノ
ー
ブ
ル
ユ
ー
ス
の
達
成

（参考５）各テーマのロードマップ概要

【テーマ１】RDS／RFCC全体最適処理技術開発
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②塔内S化合物
濃度分布予測

①腐食物質特定

③腐食速度予測

④防食対策方
法確立

20202017 2025 20302015
本研究終了

本

研

究

各種試験 実装置での適用

アウトカム

各種原油における加熱分解
試験によるH2S発生量評価

※ 本スライドは、プロジェクトの成果が及ぼす効果等を説明した一例であって様式ではない。

※ 終了時評価時は、事業アウトカム達成時期における目標値の達成状況（見込み）についても記載。

原油の腐食
予測技術確
立されてい
ない

原油の多様化

原
油
腐
食
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用

原
油
腐
食
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実

各種原油におけるS濃度分
布シミュレーションの実施

各種原油における腐食試験
の実施

保
安
技
術
力
向
上
＋
劣
質
原
油
処
理
拡
大

【テーマ２】劣質原油処理における腐食機構の解明と対策
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本 研 究

FS検討開発研究

製油所適用

2016

③触媒の工
業製造検討

①触媒開発

④プロセス
検討

⑤ ス ケ ー ル
アップ評価に
向けた検討

触媒組成検討

製造法検討

コンセプト策定

ベンチ装置

プロセス検討

装置製作・導入

副生物の
同定・分析

プロセス
デザイン作成

2019

ブタジエン製造技術の完成
（ブタジエン収率２０％)

実証化装置の
必要性検討

製油所への導入を
考慮したプロセス検討

ブタジエン市況等の事業
環境を踏まえて判断

ブタジエン製造装置の
事業化

③副生物の
同定・分析

工業製造検討

【テーマ３】ブタンの脱水素によるブタジエン製造技術の開発
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年 度
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

項 目

（１）ラボスケール検討
（個別要素技術開発）

（２）デモンストレーション
（実証機によるプロセス性能検証）

（３）セミコマーシャル
（小型商用機による事業化検討）

（４）コマーシャル
（商用機による事業化）

事業アウトカム
省エネ指数 （目標50％）
ノーブルユース指数（目標17％）

事業アウトプット
(ア) 分離膜開発
(イ) 膜分離プロセス全体設計
(ウ)モジュール開発と 連続２年運転
(エ) 用途選定と実証化
(オ) 分離膜の品質管理手法確立

知財

個別要素技術の完成★

テストピース★
不純物特定★

長尺エレメント★
基本設計★ 全体設計★

モジュール試作★
16000時間相当

★実証モジュール★8000時間相当★
用途選定・実証機設計★ 建設★ 運転★

要素技術の検証★ 寿命・経済性★

事業化検討☆立地・規模検討☆ セミコマ機による事業性評価☆

プロセスデザインパッケージ作成☆

目標50％達成★30％☆
目標17％達成★

要素技術の知財化 ▲知財戦略見直し 優先権主張による拡充

製品評価△
事業性評価△

事業性再評価△

現事業

【テーマ４】先進的膜分離による高付加価値品回収技術開発
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実用化試験

開発研究 製油所適用

20202016

ＦＣＣ装置

②詳細組成構
造解析の適用
範囲拡大の技
術開発

①２次処理装
置反応性評価
技術開発

③プロセス挙
動を表現する
モデルの技術
開発

④データベース
構築

ＳＤＡ装置

ＲＤＳ装置

製油所での非在来型を含む
未利用原油の実処理

ＦＣＣ装置

ＳＤＡ装置

ＲＤＳ装置

装置建設

2025

データベース
の拡充

モデル精度の
向上

製油所設備
検討

経済性検討
事業環境検討

【テーマ５】非在来型原油および残渣油の2次装置反応性解析



22

本 研 究

実用化試験

開発研究 製油所適用

20182016

アウトカム

①メタル詳細解析

③必要機能明確化

④触媒システム構築

SDA抽出率７０％のDAOをRDS装置で処
理し、そのRDSボトムをRFCC装置で処理
する際、RFCC転化率を１％向上させる

脱メタル触媒システムの構築

装置建設

脱硫触媒システムの構築

②劣化機構解明

SDA抽出率７０％のDAOを1年間RDS装置
およびRFCC装置で安定処理する

①メタル詳細解析

③必要機能明確化

④触媒システム構築

②劣化機構解明

2020

【テーマ６】重質残渣油のRFCC原料化のためのRDS触媒システム開発
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実用化検討

対策技術検討 製油所適用

2018FY2016FY

②ラボ試験装置を用いた現象
把握・解析

①実機におけるサンプル性状と
セジメント・機器閉塞のデータ
ベース蓄積

③原油種・フィード性状の影響
解析

④実機へのセジメント管理手
法・抑制方法の適用検討

研究開発

2020FY

④重質油処理におけるセジメン
ト生成・機器閉塞に関する調査

④セジメント予測・管理手法検
討

2016FY 2019FY 2021FY 2022FY

劣質原油の
更なる利用拡大

実機での効果検証

有望対策技術評価

有望原油評価

管理手法改善

設備対応

製油所
適用検討

製油所
適用検討

設備対応

技術調査と他の重質油処
理プロセスへの活用検討

経済性・事業環境検討

【テーマ７】重質油処理における機器閉塞機構解明及び対策技術開発



６．研究開発の実施・マネジメント体制等
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７．費用対効果

テーマ名 予算概算額
（億円）

試算効果
（億円／年）

ブタンの脱水素による
ブタジエン製造技術の開発

２ 数１０

先進的膜分離による
高付加価値品回収技術開発

４ ２０～４０

RDS／RFCC全体最適処理技術開発 ８ １５

劣質原油処理における腐食機構の解明と対策 ＜１ ２０

非在来型原油および残渣油の
2次装置反応性解析

６ ３２０

重質残渣油のRFCC原料化のための
RDS触媒システム開発

３ ８０

重質油処理における機器閉塞機構解明
及び対策技術開発

２ ５０

＊１

＊１

＊１

＊１：３カ年の予算額（その他は，５カ年の予算見込み額）
＊２：各社試算結果を引用した概数（前提条件により試算結果は変動，効果については，

単純合算が出来ない）

＊２

25
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８．外部有識者の評価等

座長

委員

里川 重夫
成蹊大学理工学部物質生命理工学科 教授

関根 泰
早稲田大学理工学術院先進理工学部応用化学科 教授

増田 隆夫
北海道大学大学院 工学研究院長 教授

室井 髙城
アイシーラボ 代表

８－１．評価検討会

評価検討会名称

評価検討会委員

「高効率な石油精製技術の基礎となる石油の構造分析・反応解析等

に係る研究開発事業及び高効率な石油精製技術に係る研究開発

支援事業費補助金」中間評価検討会

小野崎 正樹
エネルギー総合工学研究所 研究顧問
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○「経済産業省技術評価指針」に基づき、プロジェクト中間において、評点法による

評価を実施した。

８－２．評点結果

2.2
2.4

2.0
1.8
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施
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る
こ
と
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４
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６
．
費
用
対
効
果
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妥
当
性

７
．
総
合
評
価

評点（補助）



28８－３．評点結果（評価コメント①）
１．事業アウトカムの妥当性

○ 我が国では、重質油処理としてＲＤＳおよびＲＦＣＣ等のシステムが一般的であり、将来の超重質油へ
の対応を図っていく上で、脱メタル、脱硫触媒、ＳＤＡの運用、これら下流の熱交換器閉塞対策が極め
て重要である。この観点から、アウトカムが的確に設定されていると評価できる。

○ また、各事業のアウトカム指標についても、中長期的な非在来型原油を原料として利用するために必要
なアウトカムであり、的確に設定されていると考えられる。

○ 一方で、一部の指標についての考え方が明確でなかったため、今後は、数値の根拠を明確にするべきで
ある。

２．研究開発内容及び事業アウトプットの妥当性
○ 実施された全ての課題において、それぞれ明確なアウトプット指標が設定されており、また、成果が十
分に得られていると評価できる。

○ 特に、ペトロリオミクス技術開発を実施している国の委託事業（「高効率な石油精製技術の基礎となる
石油の構造分析・反応解析等に係る研究開発事業」）との連携を通じ、重質油に科学の要素を組み込ん
で合理的な精製プロセスを構築する試みは成功していると判断される。

○ 一方で、一部定性的なアウトプット指標が見受けられるため、可能な限り定量的な指標の設定を検討す
ること。

３．当省(国)が実施することの必要性
○ 我が国にとっては、原油の幅広い油種への対応、特に超重質油処理が求められる状況の中で、製油所に
設置されている、ＲＤＳ、ＲＦＣＣ、ＳＤＡ等のシステムを効率的に運用する上での技術開発は、エネ
ルギー・セキュリティを確保する上で欠かせない。これら知見を可能な限り、国内全体で共有すること
で、我が国の競争力を高め、ひいてはエネルギーセキュリティに資するものであり、そういった観点か
ら、国が実施することは妥当である。

○ 一方で、個別テーマについては、毎年度、補助対象とすべき案件かどうか検証をすることも必要。した
がって、本補助事業の採択案件を決定する「採択・評価委員会」において、今回の意見を踏まえた精査
が行われることを期待する。
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５．研究開発の実施・マネジメント体制等の妥当性

６．費用対効果の妥当性

○ 各社、研究開発部門が中心となり、優秀な研究開発実施者が担当している。また、委託事業としてのペ
トロリオミクスのプラットフォーム形成事業と、本補助事業とは極めて密接な関係が維持されているな
ど、マネジメント体制が良く機能していると判断される。

○ したがって、事業全体として、適切な組織体制のもと実施されていると評価できる。

○ 超重質油への対応の観点から、ＲＤＳ、ＲＦＣＣ、ＳＤＡ等のシステムを効率的に運用できるデータ、
技術、それらを踏まえた知見が得られており、費用対効果は妥当と判断できる。また、石油精製各社間
で情報を共有することで、費用対効果が増すと考えられるため、可能な範囲で積極的な情報共有を期待
する。

○ なお、複数の事業者で類似した課題を扱っているので、波及効果の算定の際は、ダブルカウントしない
ように注意が必要である。

８－３．評点結果（評価コメント②）

４．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップの妥当性
○ 石油精製の工程の中でも、重質油を白油化する工程に重点を置き、ペトロリオミクス技術を活用して、
推算される重質油の特性に応じて重質油の調整や各工程の操作法を設定する方法を科学的な要素を組み
入れて開発しているが、そのためには、ベンチレベルの実データ収集とペトロリオミクスモデルの改善
、そしてデータの蓄積が必要となる。これらを考慮すると、実用化までのロードマップとして妥当と判
断できる。

○ また、達成時期も妥当であると評価できる。
○ なお、今後は、知財の取り扱いについても戦略的に対応していくことが望ましい。



30８－３．評点結果（評価コメント③）

７．総合評価
○ 本事業は、我が国石油産業の競争力強化のための技術開発事業であり、それぞれの重要度や優先度など
に基づき、毎年事業計画の見直しもなされている。進捗状況についても、全体として的確なアウトプッ
トが得られており、順調に進捗していると評価できる。

○ また、本事業による技術開発とペトロリオミクスの技術パッケージ化は、非在来型原油を導入する際、
日本の排他的技術になると考えられる。

○ 事業の実施にあたっても、研究開発部門が、製油所、技術部門、本社企画部門等と連携を取りながら進
めて来ていると評価できる。引き続き、全社一体となった取組を進めていただきたい。

○ 上記の通り、本事業全体としては評価できる一方で、個別テーマについては、毎年度、補助対象とすべ
き案件かどうか検証をすることも必要。したがって、本補助事業の採択案件を決定する「採択・評価委
員会」において、今回の意見を踏まえた精査が行われることを期待する。また、アウトプットの明確化
、産油国との連携にも配慮して進めていただきたい。

○ なお、複数の事業者で類似した課題を扱っているので、波及効果の算定の際は、ダブルカウントしない
ように注意が必要である。



31９．提言及び提言に対する対処方針

今後の研究開発の方向等に関する提言 提言に対する対処方針

 本事業のような実用化技術開発は、技術的なハ
ードルが高いだけでなく、経済性についても大
きなハードルがある。そのような中、これまで
の成果と今後の見通しに基づいて、研究計画の
変更などがなされている。これは、確実に成果
が上げられるように検討された結果であり、目
的達成のために柔軟に研究計画を検討している
ことは評価できる。引き続き、ペトロリオミク
ス技術との連携を深め、我が国独自の技術の確
立に取り組んでいくことを期待する。

 また、本事業の実施にあたっては、各社は、研
究開発部門が製油所、技術部門、本社企画部等
と一体となって推進していただくとともに、得
られた成果を国内事業者で共有することで、我
が国の競争力強化に貢献することを期待する。

 なお、本事業に限らず、今後の研究開発の方向
性として、CO2削減の視点や、ガソリン需要の
減少を踏まえた石油化学原料・製品製造へのシ
フトといった技術を開発することが必要ではな
いか。

 今後とも、これまでの研究開発の成果や見通しを踏
まえ、研究開発の計画を柔軟に検討しつつ、引き続
き、石油精製技術の高度化に向けた研究開発を実施
したい。

 また、本事業を継続実施するに当たり、更に開発体
制を強化する観点から、実施事業者に対して全社一
体で取り組むことを求めるとともに、得られた成果
については、可能な限り国内で共有することで、我
が国の国際競争力の強化につなげることとしたい。
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